
 

 

 

 

 

 

塾生のみなさん、こんにちは。 

前回講座の幌満峡巡りは紅葉のタイミングにどんぴしゃ。ばっちり昨年のリベンジを果たすこと

ができました。でも、ガンビの神様のご利益が効きすぎて、途中からは大雨の中のバスツアーとな

ってしまいました。バスから降りられないほどの雨で、残念ながらガンビの神様や蛇紋岩の露頭な

どは車内からの見学。また、講師をお願いしていた羽立さんが、残念ながら欠席でした。いつか日

を改めて、今回聞けなかった話を羽立さんにしてもらう機会を作れればと思っています 

 
 

第８回（11 月）講座のご案内 
 
次回の第８回講座は、野外＆座学の 2 本立てです。野外はバスに乗っての夜の動物ウォッチング

に出かけます。今ではシカの姿は珍しくもありませんが、夜の彼らは昼間とは別の顔を見せてくれ

ることでしょう。昨年は 200 頭ほどのシカを見ることができ、その数の多さに圧倒されましたが、

今年はどうなるでしょうか。また、シカ以外の動物にも出会えるかも。さらに、その後の座学では

「様似の陸の生きもの」と題し、様似に生息している主な動物（哺乳類）について学びます。シカ

はどうしてこんなに増えたの？ 様似のエゾナキウサギは北海道で一番標高が低い場所に住んでる

って本当？ そんな話をする予定です。 
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【第 8 回講座 野外「夜の動物ウォッチング」＆座学「様似の陸の生きもの」】 
１．開催日：平成 23 年 11 月 2 日（水） 

（１）野外「夜の動物ウォッチング」 18:30～19:30 

   18:20 までに中央公民館前に集合。バスに乗って動物を見に行きます。 

（２）座学「様似の陸の生きもの」 19:30～21:00 

会場：中央公民館２F 小ホール 

   座学のみの参加もできます。 

２．申し込み 

野外及び座学ともに事前の申し込みは丌要です。直接、集合場所又は会場にお越しください。 

３．持ってくるもの 

 アポイ岳ジオパークガイドブック 筆記用具 双眼鏡（あれば） 
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紅葉のしくみ 
 
前回のジオ塾バスツアーで満喫した幌満峡の紅葉。でも、なぜ夏の間は緑色だった

葉が秋になると黄色や赤色に染まるのでしょうか？ 

葉には緑色のクロロフィルと黄色のカロチノイドという色素が含まれていますが、

夏の間はクロロフィルの方がずっと量が多いので、黄色は目立たず葉は緑色に見えま

す。しかし、秋になり葉が光合成をおこなわないようになると、クロロフィルは分解

されます。すると、それまでかくれていたカロチノイドの黄色が目立つようになるた

めに、黄色の葉ができるのです。 

では、赤色はどうでしょうか。秋が深まると植物は葉を落とす準備をはじめますが、

その際、葉の付け根に物質の移動を妨げるコルク層ができるため、光合成でつくられ

た糖分が葉の内部に閉じ込められます。この糖分からアントシアニンという赤い色素

が作られ、葉が赤くなるというわけです。 

紅葉は天然の色素が作りだしたアートだったのです。 
 

参考：環境省 インターネット自然研究所 

http://www.sizenken.biodic.go.jp/pc/ikimono/thema/09/setsumei/momiji.

ジオコラム ⑩ 



 
 
 
 
「紅葉の幌満峡と幌満かんらん岩体巡り」 
 
１．マントルがふるさとの「かんらん岩」 
 かんらん岩はアポイ岳ジオパークの目玉。かんらん岩の一部
が溶けてマグマになりますが、そのマグマが冷えて固まったの
が火成岩。ということは、やや乱暴な言い方をすると、ほとん
どの火成岩がマグマからつくられるのに対して、かんらん岩は
マグマをつくる物質だと言えます。地球をゆで卵に例えると、
白身に当たるのがマントル。そのマントルを作っているのがか
んらん岩です。 
一口にかんらん岩といっても、含まれる鉱物の割

合によっていくつかの種類に分けられます。レルゾ

ライトは、マントルのほとんどを占めるかんらん岩
なので、マントルの情報を最もよく残している。ハ
ルツバージャイトは、そのレルゾライトからマグマ
成分が溶けて抜け出たあとに残ったもの。ダナイト
は、レルゾライトからできたマグマがもう一度固ま
ってできたもの。幌満かんらん岩体はこうした多様
なかんらん岩から成り立っており、地球の構造や歴
史を知る上で世界的に重要なフィールドなのです。 
 
２．蛇紋岩：かんらん岩のなれの果て 
 かんらん岩は、地下の熱水によって変質すると「蛇

紋岩」という岩石になってしまいます。蛇紋岩は文字
通り蛇の皮のような光沢を持つ岩石で、非常に変
質・風化しやすく、これが多いところでは土砂崩れ
が発生しやすくなります。かんらん岩が蛇紋岩に変
化する際、かんらん石に含まれていた鉄分がはじき
出されて磁鉄鉱などを生成するので、蛇紋岩は磁石
とくっつきます。かんらん岩は、地表に現れる多く
の場合で蛇紋岩化作用を受けます。しかし、幌満か
んらん岩体では、蛇紋岩化していない新鮮なかんらん岩が見られますが、これは世界的にも
奇跡的なできごとなのです。様似ダムと新富を結ぶ林道の様似側では、この蛇紋岩の露頭を

何箇所かで見ることができます。 
 

３．ジオサイト A1 第 2 発電所 
幌満峡の入口、日本電工第 2 発電所の前の露頭は

幌満かんらん岩体の南端に位置しています。ここで
は、一般的な蛇紋岩の生成メカニズムでは説明でき
ない蛇紋岩を見ることができます。それは、新鮮な
かんらん岩の中に、細い脈状に蛇紋岩が入り込んで
いるというもの。この原因はまだよく解っていませ
んが、超臨界状態（特殊な高温高圧の条件下で、液
体と気体の区別がつかないような状態）の水がかん
らん岩の割れ目に入り込み、その部分だけが蛇紋岩
化したためと考えられています。 
 

 
 

第 7 回講座のおさらい 

様似で見られる多彩なかんらん岩 

大泉～新富間の蛇紋岩の露頭 

かんらん岩の真ん中に細い筋状

に入った蛇紋岩。ここにだけ磁石

がくっつく！ 



４．ジオサイト A6 幌満川稲荷神社 
日本電工の前身会社である幌満川水力電気㈱の

守護神として、京都の伏見稲荷を分祀して昭和 11
年に建立された。同社の関係会社であった日高電燈
㈱とその役員及び従業員の寄付金で建立された。昭

和 37 年には大泉地区住民の移転に伴い、大泉神社
を合祀した。神社のすぐ横にある建物は昭和 10 年
建設された第１発電所の跡。建物の中には当時使用

していた横軸の
東芝製発電機が
今も残されてい
る。横軸は有効
落差確保の点からは丌利なため、今はほとんどが縦軸の
発電機であり、とても貴重なもの。ここにあるものと同
じ横軸発電機が、壮瞥町の郷土資料館に展示されている。
神社の上流側には社長住宅の跡が残されている。すぐそ

ばにある住宅から、ときおり社長が発電所の様子を見に
来るので、従業員も気が気でなかったとか。 

 
５．ジオサイト A7 第 3 ダム 
 それぞれのダムのことは、「水利使用標識」を見れ

ば分かります。この幌満ダムが発電のために使用する
取水量は常時 3.54m3/s（1 秒当たり約 3.5 トンの水
を取っている）。冬の間、幌満川の水量は 1m3/s しか
ないが、ダムに貯めた水があることによってその取水
量を維持することができるというわけです。取水量と
して利用できる最大量は 10.00m3/s で、これはここ
の施設の規模の上限。そのため、今日のようにダムの

水が多いときは、そ
の最大量を超える水を放水というかたちで川にそのまま
出しています。ここで取った水は延長約 2.3km もの圧力
隧道という地下に掘ったトンネルを通って下流の第３発
電所に送られ、タービンを回すのに使われます。幌満川は
２級河川のため、ここの水利使用の許可は２級河川を管轄
する道から受けていますが、年間 1,600 万円ほどの使用
料を道に払っています。日本電工が幌満川流域に持つ 2
つの発電所及びダムの維持費は年間数億円ほどですが、こ
の発電コストは原子力発電よりもさらに低いものです。 

 洪水調節を目的とする様似ダムと、発電目的の幌満ダムとでは、流入する川の水の量と、
出す水の量との関係に大きな違いがあります（右下図）。幌満ダムの場合、川の水量が 5 の

場合でも、発電に 10 使います（そのため、5
ずつダムの水が減っていく）。様似ダムは川の水
が 5 の場合、そのまま 5 の水を流します。しか
し、洪水で川の水が 100 になったときはどうな
るか。幌満ダムでは 10 を発電に使い、残りの
90 は放水。つまり、入ってきた 100 の水を全
て出すことになり、洪水調節はしていません。
しかし様似ダムは、100 の水が入った場合、半
分の 50 だけを放水し、残り 50 をいったん貯
め込み、徐々に流すことでピーク時の水量を抑
えるのです。幌満ダムには洪水調節の義務はな

いのですが、雨量の予測を行い、放水のタイミ
ングを早めるなどの対策を取ることによって、
実際には洪水調節にも貢献しています。 

川の水５

発電で10
（不足5は貯めた水）

川の水５

放水で５
（全量出す）

川の水100

発電で10＋放水で90
（全量出す）

川の水100

放水で50
（残る50は一時貯める）

平常時

洪水時

幌満ダム 様似ダム



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

６．ガンビの神様 
 昔、幌満ダムから林道を北に進んだピンネシリの登山口に、根本に大きな洞を持つシラカ
バの大木がありました。この場所にお祀りしたのが水とお金に縁のある龍神様の「ガンビの
神様」。ここにお祀りされるようになった経緯は明らかではありませんが、様似川に水力発
電所を持つ日本電工㈱では、前身会社の時代から幌満ダムの水位が下がるとここに雨乞いの
参拝にきているそうです。あるときには、様似中学校の運動会の前日にお参りしてひんしゅ
くを買ったことも。龍神様は女の神様なので、女性がお参りするとやきもちを焼いてすぐに
雨が降ると言われていますが、今日の参加者は美人揃いなのでこんな大雨になってしまった
のかも。残念ながらシラカバの大木は昭和 54 年頃に倒れ、今ではその姿を偲ぶこともでき
ません。なお、ここにある社は、アポイ山を神居山として信仰する東京開山講によって建て

られたものです。 
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第 8 回講座 11 月 2 日（水）夜 野外＆座学 陸の生きもの（夜の動物ウォッチングあり） 
第 9 回講座 12 月 7 日（水）夜 座学 様似の水産業 
第 10 回講座 1 月 18 日（水）夜 座学 内容未定 

今後の講座 

（予定含む） 

普段は入れない堰堤の上から恐る恐る下をのぞくと、ど迫力の放水が目の前に 

ここが発電用の水の入口（取水口） 

意外なことにほとんど音がしないんです。 

林道の対岸には、ダムの管理施設と従業員の

住宅跡 


